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一連の研究は高いレベルの成果を出しており、生きた乳がん細胞の中でのがん増殖酵素の確認法を

開発するなど、一般的にも認められる高い成果を引き出している。但し、全体の成果を統一的にまと

めるという点ではやや弱い。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 


